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山田 早
さ き こ

紀子 
（健康福祉課 保健師）

齋藤 麻
ま な

菜 
（税務町民課 主事補）

今野 敬
け い た

太 
（建設水道課 主事補）

　赤ちゃんから高齢者
まで幅広い年代の人と
関わり、その方に合った
健康づくりを支援してい
ます。
　町民の皆さんに寄り
添い、安心感を抱いても
らえるよう、にこやかな
対応を心がけています。

　介護保険料と後期高
齢者医療保険料を担当
しています。
　わからないことばか
りで大変ですが、税金
を扱う仕事ですので、
間違いのないよう心が
けて日々の業務に取り
組んでいます。

　水道料金など、水道
に関わる業務を担当し
ています。
　水の供給は、とても
重要なもの。町民の方々
が安心して水を使える
よう業務に励み、住み
やすい町づくりに貢献し
ていきたいです。

～　若手職員が語る「わたしの仕事」　～

私たちの生きる道
～皆の幸せなくして
　　　　本当の幸せは訪れない～
　九州の水害のニュースが目に飛び込んできまし
た。画面には今にも泣きださんばかりの、そして
必死にこらえた表情をした年配の主婦の方がハン
カチで口元を抑えながら、「泣き出したい気持ちで
一杯なんです。どうして私たちがこんな目に遭わ
なければならないのでしょうか」。俯

うつむ
いた目元から

自然と溢れ出した涙が殊
こと
更
さら
やるせない思いを私た

ちに投げかけてくるのです。
　七月七日は七夕。年に一度織姫と彦星が天の川
を挟んで再会する。そんな淡いロマンを掻き立て
た昔話は、本当に夢物語になってしまったのだろ
うかと思われるような近年の豪雨災害。さらには
台風、地震と、私たちを取り巻く環境は、困難極
まりない世の中になってしまったと思わずにはい
られません。そんな鬱

うっ
積
せき
した空気が世界中を覆っ

ているように思われます。
　「一勝九敗」これがこれまでのヒトとウイルスと
の戦いの結果で、ヒトが勝ったのは発症者が出て
いない天然痘と、ほぼ根絶寸前まで追い込んだポ
リオぐらいだと、『感染症の世界史』の著者石

いし
弘
ひろゆき
之

氏は言っています。人類の歴史は二十万年だが、
微生物は四十億年生き抜いてきた強

つわ
者
もの
である、と

も言っています。
　「サーズ」「マーズ」そして「新型コロナウイルス」
とこれからも新たなウイルスが次々と発生してい
くことが容易に推測されます。
　地震、台風、豪雨災害、そして人間よりも遥か
な年月を生き延びてきたウイルスなどの微生物。
目の前に差し迫って現れてきた、巨大な自然災害
や全世界を覆い尽くすウイルス感染症。これらは
単に自然がもたらしたもの、環境が創り出したも
のと捉えるのではなく、私たち人類が自分たちの
手で引き起こしたものであるという自覚が必要で
す。同じ空気に包まれ生きている私たちは、皆の
幸せなくして自分たちの幸せなどあり得ないのだ
と気づき、行動していくことが私たちの生きる道
だと実感している毎日です。
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　町職員採用試験案内
特集
　日常に潜む危険から命を守る「交通安全」
町政スポット
　・町内小中学校にマウスカバーを配布
　・「朝日町緑の少年団」結団式
　・コロナ禍に対応した避難所開設訓練を実施　ほか
温泉に行こう！
まちレポ
　・夏越の祓
　・宮宿小３年生町めぐり
　・国際交流イベント（BBQ）
輝け未来のアスリート 朝日町スポーツ少年団
住人十色
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアムサ
テライト散策、戸籍のまど、となりのりんごさん、
あさひ保育園で整備された里山を探検
さくらんぼいっぱい食べたよ！
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　表紙の写真

　６月 27 日、午後 8 時過ぎ、高田公民館（上写真）近くの水
路でホタルの撮影を行いました。ホタルは蒸し暑い日によく飛
ぶらしいのですが、当日は湿度高めの涼しい日で絶好のコンディ
ションではないながらも複数匹のホタルが出ていました。その
日は何人ものカメラマンがカメラを向け、また見物に来る方も
多くいらっしゃいました。ホタルが生み出す幻想的な光景にみ
なさん目を奪われているようでした。

町職員採用試験案内
職種 上級行政 初級行政 薬剤師

採用予定人員 若干名 若干名 １名( 随時 )

採用日 令和３年４月１日 試験結果を踏まえて採用日を調整

職務内容 行政事務に従事 朝日町立病院に勤務し、薬剤師の
免許を必要とする業務に従事

受験資格

平成３年 4 月 2 日から平成 11年
4 月1日までに生まれた方で、
大学卒業程度の学力を有する方

平成３年 4 月 2 日から平成 15 年
4 月1日までに生まれた方

（※４年制大学を卒業の方は
受験できません）

薬剤師の免許を有する方

住所要件 採用後、特別な理由がある場合を除き、
朝日町内に居住できる方

試験日程

【一次試験】教養及び専門試験、職場適応性検査
・期日…９月20日( 日 )　場所…朝日町役場

【二次試験】作文、面接試験　　　　　　　　
・一次試験合格者を対象に後日実施　　　　

随時申込み状況を踏まえて作文、
面接試験を実施

受験手続

受験申込書等必要書類を揃え、８月11日(火 )まで、役場総務課へ提出（郵送の場合は同日必着）。

ただし薬剤師については随時募集しています。※受験申込書の取得方法は、役場総務課(2階 )で直接
取得、郵送による取得、町ホームページからダウンロードにより取得してください。

▶問合せ先　総務課 総務係 ☎６７－２１１１
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交
通
事
故
の
多
く
は
前
方
不
注
視

に
よ
る
も
の
が
半
数
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
原
因
で
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

の
は
み
出
し
や
前
方
の
車
へ
の
追
突
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
対
策
と
し

て
は
、
考
え
事
を
せ
ず
、
運
転
に
集
中

す
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
で
す
。
私
た

ち
警
察
官
が
運
転
す
る
時
は
、「
交
差

点
ヨ
シ
！
」「
歩
行
者
ヨ
シ
！
」
と
指
差

し
確
認
を
し
な
が
ら
声
を
出
す
こ
と
で

安
全
運
転
の
意
識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
は
横
断
歩
道
に
歩

行
者
が
い
る
時
、
一
時
停
止
し
て
い
ま

す
か
。
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
よ
く
い

る
の
で
す
が
、
横
断
歩
道
で
の
一
時
停

止
は
道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

違
反
す
る
と
普
通
車
で
９
千
円
の
反
則

金
と
点
数
２
点
の
減
点
が
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
で
あ
れ
自
動
車
で
あ
れ
「
運

転
」
は
運
を
転
が
す
と
書
く
と
お
り
、

良
い
方
に
も
悪
い
方
に
も
転
じ
ま
す
。

加
害
者
、
被
害
者
ど
ち
ら
に
も
な
ら
な

い
よ
う
朝
一
番
に
外
出
す
る
時
は
、
交

通
安
全
を
意
識
し
て
も
ら
い
、
事
故
の

可
能
性
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
夏
は
子
ど
も
の
交
通
事
故
が
多
い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
休

暇
が
あ
り
外
に
出
る
機
会
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
と
、
新
学
期
が
始

ま
っ
て
か
ら
時
間
が
経
ち
、
新
生
活
に
慣
れ
た
こ
と
に
よ
り
油
断
が
生
じ

や
す
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
死
亡
者
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
加
齢
に
よ
る
身
体

機
能
の
低
下
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
生
活
を
送
る
以
上
、
事
故
の
可
能
性
は
常
に
存
在
し
ま
す
。
他

人
事
と
は
思
わ
ず
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　特集　日常に潜む危険から命を守る「交通安全」

「運転」とは運のハンドルを握ること

本年 増減数
総　　　　　数 19 ４

道
路
別

国 道 6 △ 3
県 道 2 △ 2
高 速 道
市 町 村 道 11 9

形　
状

交 差 点 7 4
環 状 交 差 点

単 路 12
昼 

夜
昼 間 15 6
夜 間 4 △ 2

死 

者 

年 

齢 

層

子 ど も　 計 1
幼 児
小 学 生 1 1
中 学 生

若年層（16 ～ 24 歳） 2 1
内　 高 校 生

2 5  ～  6 4 歳 4
高 齢 者 12 2

本年 増減数

総　　　　　数 19 ４

死　
者　
状　
態

歩 行 者 6
自 転 車 4 3
自 二 車 5 5
原 付 車 1 1
自 動 車 2 △ 6
そ の 他 1 1

第
一
当
運
転
者
※
①

青 年 ド ラ イ バ ー 4 3
内 若 年 3 2

女 性 ド ラ イ バ ー 4
高 齢 ド ラ イ バ ー 8 3
安管ドライバー※② 6 5
初 心 ド ラ イ バ ー 2 2

２０１８年信号機のない横断歩道での歩
行者横断時における車の一時停止状況全
国調査で山形県の一時停止率は７．６％

（全国平均は 8.6%）

（４）山形県の死亡事故の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　

区分

市町村
発生件数 死 者 数 負傷者数

人口１万人当たり 物件事故
件　　数件　数 死　者 傷　者

山 形 県 1,517 19 1,800 14.08 0.18 16.71 9,769

寒河江市 66 1 72 16.42 0.25 17.92 360

河 北 町 23 1 26 12.85 0.56 14.52 124

西 川 町 5 8 9.90 15.84 49

大 江 町 5 7 6.42 8.99 30

朝 日 町 7 8 10.85 12.40 22

（１）近隣市町別交通事故発生状況　　　　　　　　　　　   　

データは全て令和２年１月１日～６月 30 日の間に集計されたものです

（２）町の事故形態　　　  　

（３）町の事故原因　　　  　

７件
人身

出会頭
2件

出会頭
2件

あて逃げ
2件

追突
2件

追突
1件

正面衝突
1件

正面衝突
1件

単独事故
2件

単独事故
10件

その他
車両相互
6件

22 件
物損

前方不注視
5件

前方不注視
12件

安全不確認
2件安全不確認

8件

その他
2件

７件
人身

22 件
物損

　

４
～
５
頁
に
か
け
て
、
掲
載
さ
れ

て
い
る
表
と
グ
ラ
フ
は
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
の
町
お
よ
び
県
の
交
通
事
故

に
つ
い
て
寒
河
江
警
察
署
で
集
計
し

て
い
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
朝
日
町

は
近
隣
市
町
の
中
で
は
物
件
事
故
件

数
が
１
番
少
な
く
、
人
口
当
た
り
の

発
生
件
数
と
負
傷
者
も
低
い
水
準
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
（3）

の
「
町
の
事
故
原
因
」
で
し
ょ
う
か
。

全
29
件
中
27
件
が
前
方
不
注
視
と
安

全
不
確
認
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
（4）
の
「
山
形
県
の
死
亡
事
故
の

特
徴
」
の
死
者
年
齢
層
に
お
い
て
高

齢
者
の
件
数
が
19
件
中
12
件
と
い
う

事
実
に
つ
い
て
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

※①…最初に交通事故に関与した車両等の運
転者又は歩行者のうち、当該交通事故におけ
る過失が重い者のこと
※②…安管事業所のドライバーのこと

日常に潜む危険から命を守る「交通安全」特集

　山形県寒河江警察署地域課　朝日駐在所係長　清野和幸警部補



　交通指導員　伊藤吉正さん（大町）
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　　特集　日常に潜む危険から命を守る「交通安全」

　
５
月
21
日
、
宮
宿
小
学
校
で
交
通
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
交
通

規
則
を
守
っ
て
行
動
す
る
態
度
を
養
い
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
今
年
は
７
月
か
ら
自
転
車
の
保
険
加
入

が
義
務
化（
※
）さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、５
、

６
年
生
は
初
の
自
転
車
で
の
路
上
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
９
日
と
12
日
、
あ
さ
ひ
保

育
園
に
て
、「
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
」
と

は
、
子
ど
も
達
の
大
切
な
命
を
悲
惨
な
交

通
事
故
か
ら
守
り
、
立
派
な
交
通
社
会
人

と
し
て
育
て
る
と
い
う
願
い
か
ら
昭
和
40

年
後
半
に
母
親
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

交
通
安
全
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
で
は
町
の

交
通
安
全
専
門
指
導
員
が
、
子
ど
も
た
ち

に
信
号
の
見
方
や
道
路
の
歩
き
方
な
ど
交

通
ル
ー
ル
を
教
え
て
い
き
ま
す
。町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
通
学
路
上
の
危
険
箇
所

〔新宿Ｔ字路〕国道２８７号線とのセブンイレブン前交差点
から緑町、創遊館へとつながる道路。役場、ＪＡ等の通勤路、
保育園への送迎、抜け道としての利用により交通量が多い
が横断歩道がない。

宮宿小学校大谷小学校

西五百川小学校朝日中学校

〔松程トンネル先交差点〕（松程側）　県道大江長井線にお
いて松程集落に入るのに横断歩道がない。

〔大滝から宮宿の国道２８７号線〕交通量が多いだけでな
く、速度超過の車が目立つが歩道がない。

〔押しボタン式信号から小学校方面に入った先の栗木沢交
差点〕国道から入ってくる車、国道へ出る車が登校時に頻
繁に通る地点であるが、歩道・横断歩道がない。

武田交通安全専門指導員に信号機の
種類を教わる子どもたち

５月21日　宮宿小学校交通教室

路上での交通教室を終えて
齋藤：去年までだとグラウンドでの訓練だっ
たのが、初めて路上で訓練することになり、
いつもより緊張し本格的に感じました。

阿部：いつもと同じ道だけど、今日は違うよ
うに思えて不思議に感じました。

熊谷：いつもはそこまで気をつけていなかっ
たのですが、今日改めて道を走ってみると、
車が横から来た時があったので、教えられた
ように止まらなければいけないなと思いま
した。

齋藤 慧
けい

さん 熊谷 菫
すみれ

さん

阿部 日
ひ ま り

茉吏さん

自 分 の 命 は 自 分 で 守 る

晴れの日も雨の日も、子どもたちの安全な
登校のために毎日交差点に立つ交通指導員

　
子
ど
も
た
ち
に
は
「
自
分
の
命
は
誰

も
守
っ
て
く
れ
な
い
と
思
っ
て
、
自
分

で
守
り
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
と
、「
押

し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
を
押
す
と
き
は

出
来
る
だ
け
車
の
流
れ
が
な
い
と
き
に

押
し
な
さ
い
」
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

後
者
は
特
に
冬
の
時
期
、
急
に
信
号
機

が
赤
に
変
わ
る
と
車
が
止
ま
れ
な
い
場

合
が
万
が
一
に
も
あ
る
た
め
で
す
。

　

指
導
員
を
や
っ
て
い
て
思
う
こ
と

は
、
朝
日
町
の
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。車
に
止
ま
っ

て
も
ら
う
と
振
り
返
っ
て
お
辞
儀
を
し

ま
す
し
、
私
に
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
と
必
ず
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
は
指
導
員
を
始
め
た
当
初
か
ら
の

こ
と
で
指
導
員
を
し
て
い
て
一
番
嬉
し

い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

※
交
通
指
導
員
と
は
町
長
が
委
嘱
し
、

警
察
や
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
道
路
交

通
の
安
全
指
導
を
行
い
交
通
事
故
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
５
人
が
委

嘱
さ
れ
て
お
り
、
伊
藤
さ
ん
に
は
当
初

か
ら
現
在
ま
で
10
年
間
務
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

子どもたちの安全を守る

　
※
山
形
県
の
条
例
に
基
づ
き
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
、
自

転
車
保
険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
違
反
し
た
場
合

で
も
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
転
車
事
故
を
め
ぐ
っ
て
、
数

千
万
円
の
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

で
は
昨
年
12
月
、
自
転
車
保
険
の
加
入
義
務
化
も
含
め
た
い
わ

ゆ
る
「
自
転
車
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
自
動
車
保
険
や
火

災
保
険
の
「
特
約
」
な
ど
で
加
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
保
険
会
社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　特集　日常に潜む危険から命を守る「交通安全」

柴田 美代子さん
（大滝）

運転免許返納者の声

町
内
の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
箇
所

宮　宿宮　宿

送　橋

　昨年、大怪我を負った際、子どもたちから心配だか
らと勧められて、免許証を返納しました。外出する時
不便になりましたが、夫が送り迎えに来てくれるので
助かっています。返納したことで事故を起こすかもとい
う不安がなくなったのは良いことでした。デマンドタク
シーの便数がもう少し多いとありがたいのですが。

返納手続きができる施設
寒河江警察署　☎８３ー０１１０
　月～金　８：30 ～ 16：30
山形県総合交通安全センター　☎ 023 ー 655 ー 2150
　月～金　８：30 ～ 16：30
　日曜日　14：00 ～ 15：00（要事前申し込み）
最寄りの駐在所（要複数回来所）
　月～金　９：00 ～ 15：00（要事前申し込み）
　朝日町駐在所　☎６７ー２３０３
　常盤駐在所　　☎６７ー２２６３

死 亡 事 故 者 数 は 年 々 減 少 傾 向

高齢者の交通事故防止

※渡辺さんからは昨年の町交通安全町民大
　会で、「高齢者の交通安全」をテーマに
　講演をしていただきました

□	車のキーや免許証などを探し回ることがある
□	今までできていたカーステレオやカーナビの操作ができな
くなった

□	トリップメーターの戻し方や時計の合わせ方がわからなく
なった

□	機器や装置（アクセル、ブレーキ、ウィンカーなど）の名
前を思い出せないことがある

□	道路標識の意味が思い出せないことがある
□	スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置が分からな
くなることがある

□	何度も行っている場所への道順がすぐに思い出せないこと
がある

□	運転している途中で行き先を忘れてしまったことがある
□	良く通る道なのに曲がる場所を間違えることがある
□	車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたことがある
□	運転中にバックミラー（ルーム、サイド）をあまり見なくなった
□	アクセルとブレーキを間違えることがある
□	曲がる際にウインカーを出し忘れることがある
□	反対車線を走ってしまった（走りそうになった）
□	右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみにくくなった

□	気がつくと自分が先頭を走っていて、後ろに車列が連なっ
ていることが良くある

□	車間距離を一定に保つことが苦手になった
□	高速道路を利用することが怖く（苦手に）なった
□	合流が怖く（苦手に）なった
□	車庫入れで壁やフェンスに車体をこすることが増えた
□	駐車場所のラインや、枠内に合わせて車を停めることが難
しくなった

□	日時を間違えて目的地に行くことが多くなった
□	急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど、運転が荒くなった
	 （と言われるようになった）
□	交差点での右左折時に歩行者や自転車が急に現れて驚くこ
とが多くなった

□	運転している時にミスをしたり危険な目にあったりすると
頭の中が真っ白になる

□	好きだったドライブに行く回数が減った
□	同乗者と会話しながらの運転がしづらくなった
□	以前ほど車の汚れが気にならず、あまり洗車をしなくなった
□	運転自体に興味がなくなった
□	運転すると妙に疲れるようになった

運転時認知障害早期発見チェックリスト 30

【監修】浦上克哉　日本認知症予防学会理事長　特定非営利活動法人高齢者安全運転支援研究会理事　鳥取大学医学部教授

　
こ
の
制
度
は
運
転
免
許
が
不
要
に

な
っ
た
方
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
が
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
返
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
は
全
国
で
過
去
最
多

の
約
60
万
件（
前
年
比
42
．
７
％
増
）

の
返
納
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
増
加

に
は
昨
年
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が

ニ
ュ
ー
ス
等
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
が
、
公
共
交
通
が
発

達
し
て
い
る
都
市
部
と
違
い
、
地
方

で
は
車
が
な
い
と
生
活
が
で
き
な
い

と
い
う
の
が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
「
運
転
時
認
知
障
害
早

期
発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
30
」
は
軽

度
認
知
障
害
の
人
が
現
れ
や
す
い

事
象
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の

リ
ス
ト
は
警
視
庁
で
も
使
わ
れ
て
い

て
、
５
問
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
方

は
要
注
意
で
す
。
専
門
医
や
専
門
機

関
の
受
診
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
試
し
た
り
実

際
の
運
転
の
中
で
不
安
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
安
全
運
転
相
談
窓
口

の
全
国
統
一
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

＃
８
０
８
０
）
や
総
合
交
通
安
全
セ

ン
タ
ー
、
警
察
署
に
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
免
許
証
返
納
は
あ
く
ま
で
一つ
の
選

択
肢
。
ご
家
族
な
ど
周
り
の
方
と
よ

く
話
し
合
っ
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

運転免許証の「自主返納制度」について

大　谷

〔セブンイレブン朝日町宮宿店付近〕令和２年１月１日から
６月30日までで３件の事故が発生している（駐車場内含む）。

〔県道 18 号線旧送橋小学校付近の急カーブ〕山形市と町を
つなぐ道路で利用が多く、付近に町道との交差点もあり見
通しが悪いことから出会いがしらの事故も懸念される。

〔国道２８７号線役場近くの交差点〕大滝方面からの車の
スピードが速く、事故発生率が高い。

〔長井大江線の大谷バイパス交差点〕非優先側の大江方
面から来る車の一時不停止で事故が頻発している。

　
全
国
的
に
交
通
事
故
死
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
と

平
成
30
年
の
死
者
数
を
比
べ
る
と
総

数
が
約
１
，
６
７
０
人
減
少
し
、
高

齢
者
の
死
者
数
も
約
５
５
０
人
減
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
高
齢
者
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
同
様
に
山

形
県
の
死
亡
事
故
者
の
高
齢
者
率
も

こ
こ
数
年
60
～
70
％
と
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
高
齢
に
な
る
と
視
力
等

が
低
下
し
周
囲
の
情
報
を
得
に
く
く

な
る
こ
と
で
、
判
断
が
誤
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
体
力
の
衰
え
な
ど

か
ら
運
転
操
作
が
不
正
確
に
な
っ
た

り
、
長
時
間
に
わ
た
る
運
転
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
高
齢
歩
行
者
の
死
亡
事
故
は
、
そ

の
多
く
が
夜
間
横
断
中
に
発
生
し
、

左
か
ら
来
る
車
に
は
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
左
か
ら
の
車
と
の
距
離
を
十
分

確
保
し
て
い
な
い
の
に
渡
れ
る
と
判
断

し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　
運
転
手
側
の
対
策
と
し
て
は
夜
間

運
転
時
に
出
来
る
だ
け
ハ
イ
ビ
ー
ム

を
使
っ
て
（
対
向
車
や
先
行
車
が
い
な

い
時
）
早
め
に
察
知
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
歩
行
者
は
な
る
べ
く
夜
間
出

歩
か
な
い
。
ど
う
し
て
も
夜
に
出
る
場

合
は
白
っ
ぽ
い
服
装
で
反
射
材
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
講
習
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
講
師
の
派
遣
は
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

山
形
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－６
５
５

－６
３
６
０
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ふるさとの自然を愛し、緑を守り育てる「朝日町緑の少年団」結団式
■農林振興課　農林振興係　☎６７－２１１４

　

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を

守
り
育
て
る
「
朝
日
町
緑
の
少

年
団
」。
今
年
も
町
内
３
小
学
校

の
４
年
生
36
人
が
団
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
１
つ
の
小
学

校
に
全
員
が
集
ま
り
結
団
式
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
町
内
３
小
学
校
そ

れ
ぞ
れ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
谷
小
学
校
で
は
７
月
２
日

に
結
団
式
が
開
催
さ
れ
、
式
で

は
子
供
た
ち
が
「
緑
と
親
し
み
、

緑
を
守
り
育
て
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
し
ま
す
」
と
全
員
で
朗
読

し
決
意
表
明
。
奥
山
勇
校
長
先

生
か
ら
は
「
自
然
を
守
る
こ
と
は

地
球
を
守
る
こ
と
、
地
球
を
守
る

こ
と
は
人
類
を
守
る
こ
と
。
小
さ

な
活
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
緑
が

無
く
な
ら
な
い
よ
う
１
年
間
緑
の

少
年
団
の
活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

団
員
の
証
と
な
る
緑
の
ス
カ
ー
フ

と
ワ
ッ
ペ
ン
を
団
員
た
ち
に
授
与

し
、
子
ど
も
た
ち
が
秋
葉
山
で

拾
っ
て
き
た
葉
っ
ぱ
や
木
の
枝
、

花
で
作
っ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
身

に
付
け
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
団
員
の
４
年
生
は
、

緑
を
守
る
奉
仕
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

町内小中学校にマウスカバーを配布
■政策推進課　広報ブランド係　☎６７－２１１２

　

６
月
26
日
、
町
は
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
提
携
を
結
ん
で
い
る

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
が
開
発
し
た

「
マ
ウ
ス
カ
バ
ー
」
約
５
０
０
枚

を
町
内
の
小
中
学
校
へ
配
布
し

ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ウ
ス
カ
バ
ー
は
水
着
と

同
じ
素
材
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
不
織
布
マ
ス
ク
や
布
マ

ス
ク
に
比
べ
通
気
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
い
夏
が
到

来
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
マ
ス
ク
を
着

用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況

の
中
、
子
ど
も
た
ち
に
快
適
に

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
五
百
川
小
学
校
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
は
、
鈴
木
町
長
が

「
こ
の
マ
ウ
ス
カ
バ
ー
は
肌
触
り

が
非
常
に
よ
く
、
何
回
も
洗
っ

て
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
児
童
の
み
な
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
も
元
気
よ
く
楽
し
く
学

校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
教
室
に
戻
り
早
速
マ

ウ
ス
カ
バ
ー
を
着
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
凄
い
！
ひ
ん
や
り
し

て
気
持
ち
い
い
。
あ
ん
ま
り
着

け
て
い
る
気
が
し
な
い
」
と
そ
の

着
け
心
地
に
声
を
上
げ
て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

コロナ禍に対応した避難所開設訓練を実施
■総務課　危機管理係　☎６７－２１１１

　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
し
た
災
害
時
の
避

難
所
開
設
訓
練
を
町
民
体
育
館
で

実
施
し
ま
し
た
。
７
月
２
日
、
３

日
の
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
町

職
員
と
西
村
山
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
署
朝
日
分
署
の
職
員
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
防
護
具
の
着
脱
方

法
の
実
演
や
感
染
が
疑
わ
れ
る
避

難
者
を
隔
離
す
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ベ
ッ
ド
の

組
み
立
て
等
を
体
験
。
避
難
所
が

開
設
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
全
員

が
設
置
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
避
難
者
の
受
付
時

の
体
調
の
聞
き
取
り
方
法
や
、
感

染
が
疑
わ
れ
る
避
難
者
を
救
急
搬

送
す
る
際
の
流
れ
な
ど
を
実
演
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
発
生
す

る
台
風
や
豪
雨
等
の
災
害
に
備
え

ま
し
た
。

　

鈴
木
浩
幸
町
長
は
、「
九
州
地

方
で
は
す
で
に
豪
雨
災
害
が
発
生

し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
複
合
災
害
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
認
識
し
災
害
時
の
心
構
え
を

し
っ
か
り
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

ＪＡさがえ西村山から「紅秀峰」が寄贈
■教育文化課 学校教育係　☎６７－３３０２

　
７
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村

山
か
ら
町
内
の
小
学
校
に
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
「
紅
秀
峰
」
と
消
毒
に
使
用

す
る
「
次
亜
塩
素
酸
水
」
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
は

大
谷
小
学
校
に
て
行
わ
れ
、
紅
秀

峰
は
そ
の
日
の
給
食
と
し
て
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
の
鈴
木
長

兵
衛
理
事
は
「
紅
秀
峰
を
食
べ
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も

た
ち
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い
サ
ク
ラ
ン
ボ

を
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

今年も川きれい運動が実施されました
■建設水道課 整備係　☎６７－２１１５

　
７
月
５
日
、
町
内
全
域
で
「
き

れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
（
通
称
川
き
れ
い
運
動
）」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
河
川
・

海
岸
愛
護
に
対
す
る
県
民
意
識
の

醸
成
と
、
美
し
く
快
適
で
豊
か
な

県
土
づ
く
り
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
朝
は
各
区
の
方
々
か
ら

空
き
缶
や
ご
み
の
収
集
、
除
草
作

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
川
の
近
く
で
の
作
業
の

方
は
、「
昨
日
ま
で
の
雨
で
で
き
る

か
心
配
だ
っ
た
が
取
り
組
め
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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ブ
ナ
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
朝
日
連
峰
の
登
山
基
地

　
朝
日
鉱
泉

代表　西
にしざわ

澤 新
し ん じ

地さん

営業時間 12：00 ～ 18：00
営業日 5 月上旬～ 11 月の第 1 週
 不定休※要電話確認
入浴料金 ５００円（日帰り入浴）
泉質 ナトリウム・カルシウム－塩化物・
 炭酸水素塩冷鉱泉
効用 きりきず、やけど、神経痛、筋肉
痛、 関節痛、五十肩、運動麻痺など
 特に胃腸病や皮膚病に有効
電話番号 ０９０－７６６４－５８８０（衛星電話）
 ０２３７－６７－３５８９（自宅）

夏季限定　夏野菜ごまだれぶっかけそば　９５０円

　
朝
日
鉱
泉
は
磐
梯
朝
日
国

立
公
園
と
朝
日
山
地
森
林
生

態
系
保
護
地
域
に
入
っ
て
い

る
大
朝
日
岳
の
麓ふ
も
とに

あ
り
、

周
辺
に
は
人
の
手
の
入
っ
て

い
な
い
原
始
の
自
然
の
姿
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
基
地
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
絶
好
の
避
暑
地
で
も

あ
り
、
渓
流
釣
り
や
ブ
ナ
原

生
林
の
探
索
な
ど
自
然
の
中

で
癒
し
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

噴出時は透明だが空気に触れると茶褐色に

テラスからは大朝日岳が眺望できる

町
営
に
な
り
再
出
発
。
山
々
の
雄
大
な
風
景
を
一
望
で
き
る

　
り
ん
ご
温
泉

眺めが最高の露天風呂

　
湯
船
に
り
ん
ご
が
浮
か
ん

で
い
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
さ

で
県
内
外
で
も
有
名
な
り
ん

ご
温
泉
。

　

温
泉
好
き
に
は
た
ま
ら

な
い
油
系
の
臭
い
が
立
ち
込

め
、
温
泉
に
入
る
と
肌
が

ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
と
評
判
で

す
。
露
天
風
呂
に
入
っ
た
後

は
開
放
感
あ
ふ
れ
る
畳
の
休

憩
所
に
寝
転
が
り
、
虫
や
鳥

の
声
な
ど
の
自
然
の
音
に
耳

を
傾
け
て
休
む
の
が
お
す
す

め
で
す
。

保湿効果の高いモール泉

売店ではりんご麺や朝日町ワイン等を販売 支配人　渡
わたなべ

辺 政
まさかず

一さん

町の温泉へ行こう！
　町内の温泉施設の利用を促進し、心身のリフレッシュ
を通して町民の健康増進を図ることを目的とした温泉入
浴利用券購入助成制度が４月１日から始まっています。
　今月号ではそれぞれ違った魅力を持つ町の温泉を紹介
します。ぜひ足を運んでみてください。

証明書種別 入浴券金額 助成金額 助成回数
①りんご温泉年間券証明書 38,000 円 6,000 円 年１回
②りんご温泉半年券証明書 21,000 円 3,000 円 年２回
③回数券証明書

回数券は２
施設合わせ
て月３セッ

トまで

りんご温泉 回数券（11 回） 3,000 円 1,000 円

五百川温泉
大人回数券（11 回） 1,500 円 500 円
小人回数券（11 回） 1,000 円 300 円

④朝日鉱泉 １回券 500 円 200 円 年間 10 回まで

証明書の種類と助成額

問合せ先　健康福祉課保健医療係　☎６７ー２１１６

営業時間 ６：00 ～ 21：00
営業日 年中無休
入浴料金 大　人　３００円（中学生以上）
 小学生　２００円（幼児無料）
泉質 ナトリウムー塩化物温泉
効用 きりきず、やけど、慢性皮膚病、
 慢性婦人病、神経痛、筋肉痛、
 関節痛、五十肩、冷え性など
電話番号 ０２３７－６７－７８８８

　健康増進のお手伝い
と憩いの場。また町内外
の方々との交流の場とし
て、これからも愛される
温泉になれるよう努めて
参ります。
　みなさまのお越しをお
待ちしております！

　朝日連峰の山の幸と自家製野菜を
使った料理、自家製粉の地粉を湧水
で打ち上げた「３たて（挽きたて、打
ちたて、茹でたて）」の手打ちそばで
お出迎えします。
　ふらっとやってくる方も結構います
のでご気軽にお立ち寄りください。

文

文

大谷小

朝日中

●役場町立病院

〒和合簡易郵便局

文
西五百川小

五
百
川
温
泉 +

287

N

♨ り
ん
ご
温
泉

♨

♨

朝
日
鉱
泉

施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
海
鮮
も
食
べ
ら
れ
ま
す

　
五い

も

が

わ

百
川
温
泉

営業時間 ９：00 ～ 20：00（入浴は 10：00 ～）
 11月～３月は 18：00 まで
営業日 火～日曜日（５月の連休、お盆期間、年末 
 年始、月曜日が祝日の次の火曜日を除く）
入浴料金 大人１５０円（中学生以上）
 小人１００円（小学生以下）
泉質 単純冷鉱泉（総硫黄型）低張性アルカリ冷鉱泉
効用 神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動麻
痺、 慢性消化器病、特にあせもに有効
電話番号 ０２３７－６７－７２４９

　
５
月
12
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
五
百
川
温
泉
。
北

海
道
か
ら
海
産
物
を
取
り
寄
せ

て
お
り
新
鮮
な
ウ
ニ
や
イ
ク
ラ
、

カ
ニ
な
ど
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
海
鮮
だ
け
で
な
く

ラ
ー
メ
ン
や
定
食
、
お
つ
ま
み
系

に
加
え
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
煮

込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
新
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
生
産
活
動
部

会
に
よ
る
成
果
品
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

代表　上
かみむら

村 四
し ろ う

郎さん

海鮮ちらし　１，０００円

窓からは豊かな緑と朝日川が望めます

　お客様に快適にご利用いただけるよう、お風
呂やトイレはもちろん全館常に清潔を心がけて
います。また、女性浴室にはヘアアイロンやカー
ルドライヤーなど女性が喜ぶものを充実させま
した。
　山の近くで食べる新鮮な海産物を堪能した
後に、温泉でリフレッシュ。ぜひ五百川温泉に
おいでください。



142020.715 2020.7

７
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６
30

７
４

取組みも今年で５年目

夏
な ご し

越の祓
はらえ

　1 年の折り返しである６月 30 日に、半年分の穢
けが

れを
落とし、残り半年分の健康と厄除けを祈願する「夏越の
祓」。大沼浮嶋稲荷神社（最上俊一郎 代表役員宮司）で
は 5 年前から同神社総代会の発案で実施しています。
　この日は地区住民約 10 人が参加し、茅

かや
と葦

よし
、竹など

で作られた「茅
ち

の輪」を 8 の字を描くように交互にくぐり、
今年もあと半年健康に暮らせるよう祈願しました。
　小林晴雄神社総代会会長（大沼）は、「夏越の祓は地
区の皆さんの協力で続けてこられた。来年以降は事前に
周知を図り、より多くの方から参拝に訪れてほしい」と
語っていました。

アメリカ文化を楽しみながら学ぶ

国際交流イベント（BBQ）
　アメリカの食文化やゲームを楽しむ教室が 7 月４日創
遊館で行われ , 小学生18 人が参加しました。
　８月に海外派遣に代わって福島県のブリティッシュヒ
ルズに行く８人の中学生が企画・運営をするこのイベント。
中学生たちは「新しい生活様式」に即した活動を心がけな
がらも小学生たちを上手くまとめて楽しませていました。
　イベントでは英語での絵しりとりやジェスチャーゲーム
などの体を使った遊びを通してアメリカ文化を学びまし
た。昼食ではナチョス（とうもろこしを原料としたスナッ
クにひき肉等をのせチーズをかけたアメリカでポピュラー
な料理）を作り、子どもたちは笑顔で食べていました。

ふるさとを愛する気持ちを育み、町の良さを自覚する

宮宿小３年生町めぐり
　宮宿小学校の３年生が総合的な学習の時間の一環とし
て、朝日町の自慢を探すための町めぐりツアーを行い、地
域活動推進員の長岡信悦さん（常盤）といっしょに町に
ついて学びました。前回の時間は町のりんご畑をめぐるツ
アーで子どもたちはりんご畑の多さに驚いていました。今
回の時間はワイン城、大沼の浮島、八ツ沼の化け石、若
宮寺をめぐりました。特に子どもたちは保育園で行ったこ
とのある化け石が好きで、当日は雨でしたが元気いっぱい
に学びました。
　今後、この時間では町の自慢をもっとよく調べていき、
それを町外に広めていく活動を進めていく予定です。

◀神社と相まって写真映えする茅
の輪。アマチュアカメラマンの方
も撮影にいらっしゃいました。

◀ナチョスの他にも焼いたソーセー
ジやフルーツサラダも食べました

▲化け石の前でみんなでポーズ
▶大沼で浮島が動いていることに
気付き大興奮の子どもたち

６月号から始まった町のスポーツ少年団を紹介する短期連載コー
ナー。１号に２つの団体ずつ紹介します。２回目は「宮宿剣道スポー
ツ少年団」と「大谷（ジュニア）剣道スポーツ少年団」を紹介します。

「宮宿剣道スポーツ少年団」
【基本情報】
■活動日時　　水・金　19：00 ～ ■活動場所　宮宿小体育館
■設立年　　　昭和 57 年  
■母集団会長　堀　　文仁　
■代表指導者　鈴木　　聡　■連絡先　　67-2047

「大谷（ジュニア）剣道スポーツ少年団」
【基本情報】
■活動日時　　火・木　19：00 ～ ■活動場所　大谷小体育館
■設立年　　　昭和 41年 　（ジュニア　昭和 46 年）
■母集団会長　佐藤　亮二　（ジュニア　渡辺　健一）
■代表指導者　五十嵐義一　■連絡先　　68-2029

Ｑ
．
指
導
方
針
は
？

Ａ
．
基
本
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
、

勝
ち
負
け
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

剣
道
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
特
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
口
う
る
さ
く
言
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
決
ま
り
ご
と
は
？

Ａ
．
あ
い
さ
つ
の
声
の
大
き
さ
、

玄
関
で
の
靴
の
揃
え
方
な
ど
日
常

の
こ
と
も
含
め
、
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
雰
囲
気
は
？

Ａ
．
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
和

気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。

指
導
者
も
若
い
の
で
、
冗
談
を
言

い
合
う
な
ど
子
ど
も
た
ち
と
近
い

距
離
で
話
し
が
出
来
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
特
徴
は
？

Ａ
．
剣
道
の
練
習
だ
け
で
な
く
、

蛍
狩
り
や
釣
り
に
行
っ
た
り
、サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。
歴
代

そ
う
い
っ
た
指
導
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

「
宮
宿
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

宮
宿
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
指
導
者　
鈴
木 

聡
さ
ん

Ｑ
．
指
導
方
針
は
？

Ａ
．「
必
勝
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
強
く
て
正
し
い
剣
道
を
教
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
年
配
の

先
生
か
ら
若
手
の
先
生
ま
で
お
り
、

子
ど
も
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
決
ま
り
ご
と
は
？

Ａ
．
剣
道
に
は
「
礼
に
始
ま
り
礼

に
終
わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
ど
ん
な
場
面
で
も
し
っ

か
り
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
特
徴
は
？

Ａ
．
子
ど
も
か
ら
若
手
の
先
生
、

年
配
の
先
生
ま
で
全
員
が
剣
を
交

え
て
活
発
に
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

長
期
休
み
に
は
全
国
で
活
躍
し
て

い
る
先
輩
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に

稽
古
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

Ｑ
．
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
休
ま
ず
に
稽
古
に
励
む
こ
と
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
よ
う
に

何
度
も
反
復
練
習
を
繰
り
返
し
、

自
分
自
身
の
成
長
・
技
術
の
習
得

に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
大
谷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

大
谷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者　
藤
田 

康
徳
さ
ん



「
じ
ん
か
ん
」

今
村
　
翔
吾
　
著

　
天
正
５
年
の
あ
る
晩
、
織
田
信
長
の
も

と
へ
急
報
が
。
信
長
に
忠
誠
を
尽
く
し
て

い
た
は
ず
の
松
永
久
秀
が
２
度
目
の
謀

叛
を
企
て
た
と
い
う
。
だ
が
、
意
外
に
も

信
長
は
笑
み
を
浮
か
べ
、
語
り
出
し
た
の

は
…
。

最
上
一
平
さ
ん
最
新
作

「
お
ば
け
え
ん
」

最
上
　
一
平
　
作

カ
ワ
ダ
　
ク
ニ
コ
　
絵

　
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
あ
ゆ
む
く

ん
が
通
う
お
ば
け
園
は
、ど
こ
を
み
て
も
、

み
ん
な
、
お
ば
け
。
あ
ゆ
む
く
ん
は
、
お

ば
け
な
ん
か
だ
い
き
ら
い
で
す
。だ
け
ど
、

お
母
さ
ん
に
は
、
お
化
け
が
見
え
て
い
な

い
み
た
い
で
…
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
カ
イ
ン
の
傲
慢
／
中
山
七
里　
▼
語

ら
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
／
谷
瑞
恵　
▼
食
っ

ち
ゃ
寝
て
書
い
て
／
小
野
寺
史
宜　
▼
ほ

た
る
茶
屋
／
藤
原
緋
沙
子　
▼
ダ
ブ
ル
・

ト
ラ
イ
／
堂
場
瞬一　
▼
水
を
縫
う
／
寺

地
は
る
な　
▼
私
た
ち
は
ふ
つ
う
に
老
い

る
こ
と
が
で
き
な
い
／
児
玉
真
美　
▼
ひ

と
の
住
処
／
隈
研
吾　
▼
あ
の
日
の
交

換
日
記
／
辻
堂
ゆ
め　
▼
超
リ
ア
ル
戦

国
武
士
と
忍
者
の
戦
い
図
鑑
／
小
和
田

哲
男　
▼
み
ん
な
あ
る
！
相
談
し
づ
ら
い

受
診
し
づ
ら
い
体
の
お
悩
み
！
／
奈
良

信
雄　
▼
家
庭
科
の
基
本
／
流
田
直　

▼
切
り
花
を
２
週
間
長
も
ち
さ
せ
る
は
じ

め
て
の
花
と
の
暮
ら
し
／
谷
川
文
江　
▼

き
も
の
が
着
た
い
／
群
よ
う
こ　
▼
家
族

じ
ま
い
／
桜
木
紫
乃　
▼
不
良
／
北
野

武　
▼
サ
イ
バ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
／
ダ
ニ

エ
ル
・
キ
ー
ツ
・
シ
ト
ロ
ン　
▼
地
磁
気

逆
転
と
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」
／
菅
沼
悠
介　

▼
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
／
井
上

章一　
▼
16
歳
の
語
り
部
／
雁
部
那
由
多

▼
野
菜
が
お
い
し
す
ぎ
る
作
り
お
き
／
中

井
エ
リ
カ　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ

し
協
力
隊
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
員
の

林
以
真
で
す
。
今
年
２
月
に
着
任
し
、

台
湾
か
ら
の
お
客
様
が
多
く
訪
れ
る

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
を
拠
点
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
着
任
後
す

ぐ
に
台
湾
人
ツ
ア
ー
客
へ
の
説
明
や

通
訳
、
個
人
旅
行
で
来
ら
れ
た
台
湾

人
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
町
へ
の

旅
行
は
皆
さ
ん
か
ら
好
評
で
、
台
湾

か
ら
訪
れ
た
カ
ッ
プ
ル
は
予
定
し
て

い
な
か
っ
た
人
生
初
の
ス
キ
ー
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
と
て
も
喜
ん
で
帰

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
台
湾
か
ら

の
ツ
ア
ー
等
が
多
く
予
定
さ
れ
て
い

て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
２
月
中
旬
以
降
は
全
て
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
外
国

人
旅
行
者
が
安
全
に
旅
を
で
き
る
日

が
訪
れ
た
時
に
し
っ
か
り
ご
案
内
が

で
き
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
町
の
観
光
資
源
を
は
じ

め
、
文
化
、
歴
史
、
暮
ら
し
等
を
多

く
の
町
民
の
方
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

以
前
か
ら
山
や
農
業
に
も
興
味
が
あ

り
、
山
菜
採
り
や
り
ん
ご
の
花
摘
み
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
で
は
葉
取
り
か
ら
収
穫

ま
で
体
験
し
ま
し
た
。
食
べ
物
関
係

で
は
凍
み
も
ち
や
笹
巻
き
づ
く
り
に

も
挑
戦
。
町
を
深
く
知
る
に
つ
れ
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
の
町
と
住
む
人
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
の
好
き
な
朝
日
町
を

台
湾
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ

用
の
ブ
ロ
グ
「
雪
国
の
夏
女
子
Ｍ
ａ
ｒ

ｕ
」
を
立
ち
上
げ
て
観
光
情
報
や
朝

日
町
で
の
日
常
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
数
は
４
，
０
０
０
人
を

突
破
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
は
中

国
語
（
繁
体
字
）
で
す
が
、
自

動
翻
訳
機
能
も
付
い
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
と
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
や
料
金
表

を
は
じ
め
と
す
る
印
刷
物
や
掲

示
物
を
翻
訳
す
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関

係
す
る
翻
訳
を
希
望
さ
れ
る
際

は
、
総
合
産
業
課
を
通
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

【ブックテーマコーナー】
特集「めぐって山形 めくって本の旅」
県内のお出かけと本の旅 楽しんでみませんか

ブログを作成する林隊員と実際のブログ画面
Ｕ Ｒ Ｌ「https://marutravel1989.blogspot.com/」

インバウンド推進員（地域おこし協力隊）　林 以 真 （台湾出身）
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り ん い し ん

「台湾向け町ＰＲブログ始めました」

登坂 富 さん（八ツ沼）
茶道・華道を通じて、町の芸術文化の発展に貢献

◀
平
成
９
年
に
朝
日
自
然
観
で
行
わ
れ

た
第
７
回
全
国
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
大

会
の
中
で
お
茶
を
振
る
舞
う
登
坂
さ
ん

　茶道・華道といえば、古来から存在
している伝統的な日本文化ですが、こ
こ数年インバウンド拡大が積極的に図
られていることにより、改めて注目さ
れています。今回はそんな茶道・華道
を通じて長年朝日町芸術文化協議会の
理事として、また平成19年からは副
会長として町の芸術文化の発展に尽力
された登坂さんにお話を聞きました。

―茶道と華道を始めたきっかけを教え
てください
　どちらも昭和25年頃から始めました。
華道は荒砥から来たお花の先生が宮宿
小学校の裁縫室で華道教室を始め、そ
の教室に入会しないかという声掛けがあ
りそれからずっと続けています。お花は
日本古来の伝統文化できちんと身に付け
たいという思いがありましたし、お花を
見ると良いなと感動しました。私もそう
いう風にお花を生けたくてぜひ習いたい
と思いました。お花は足で生けるといい
ます。山に行って山のものを生けたり自
分の庭など身近にあるものを生けたりす
るというものです。
　お茶については高等学校の朝日分校

に内山先生という方が居られて茶道部
を開いてくださり、茶巾のたたみ方、茶
筅
せん
の振り方、戸の開け閉め、その立ち振
る舞いの美しさに魅かれました。とても
身に沁みるようで感動した覚えがありま
す。それでお茶をしてみたいと思い始め
ました。数えてみるとお花もお茶も70
年近くなりますね。こんなに長く続ける
とは思っていませんでした。

―茶道・華道の魅力とは何ですか
　部屋に花を生けておりましても、「き
れいに生けていらっしゃる花ですね。な
んという名前の花なんですか」という風
に聞かれる方は一度お花をやったことの
ある人なんですよね。花を見ていいなと
思う気持ち、心の持ち方、豊かさがお花
を習っているといないでは、少し違うの
かなと思います。
　わたしの好きな茶道の言葉で、また
稽古を始める時にとなえる言葉がありま
す。「私達は茶道の真の相

すがた
を学び、それ

を実践にうつして、たえず己れの心をか
えりみて、一盌

わん
を手にしては多くの慈愛

に感謝をささげ、お互いに人々によって
生かされていることを知る茶道の良さを

みんなに伝えるよう努力しましょう。一、
他人をあなどることなく、いつも思いや
りが先にたつように。一、道を修めなお
励みつつも、初心を忘れぬように。一、
豊かな心で、人々に交わり、世の中が明
るく暮せるように」この言葉がお茶の神
髄なのだと思います。

―長く続けてこられた秘訣を教えてく
ださい
　好きだからでしょうかね。好きだから
これだけ長く続けてこられたんだと思い
ます。それと、結婚して嫁いでからも続
けられた理由は主人やお義父さんお義母
さんの理解があり、「今日はお茶だから」
と言っても何も言わずに協力してくれた
というのも大きかったと思います。

―茶道・華道に興味がある方に一言お
願いします
　決して難しいものではないのでちょっ
とでもいいのでお茶もお花も始めていた
だきたいです。身近なお花をハサミ一つ
で生けられるので伝統文化をぜひ体験し
てみてください。



五
ご ほ ん

本樋
ど よ

第 35回

【DATA】宮宿から西へ大沼に向かう県道に入り、八ツ沼集落の西
　　　　 端、八ツ沼上

かんみ
の道路沿いにある。

健診結果の活用と
　　　精密検査について

今月の担当…菅井 良樹　主事
【令和２年度 第４回】
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案内人の
つぶやき

６月１日～６月 3０日届出

おしあわせにMarriages

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

人口と世帯数Population

　
今
年
度
の
町
の
健
診
は
５
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
申
し
込
み
さ
れ
ま
し
た
か
？
健

診
日
程
も
既
に
半
分
近
く
消
化
し

て
お
り
、
早
期
に
受
診
さ
れ
た
方

は
、
健
診
結
果
が
お
手
元
に
届
い

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
運
動
す
る
機

会
が
少
な
く
な
り
、
体
重
増
加
な

ど
検
査
値
が
基
準
値
を
超
え
て

し
ま
っ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
改
善
の
た
め
に
は
、
食
事
の

工
夫
や
暑
い
日
は
室
内
で
で
き
る

運
動
を
す
る
な
ど
、
日
々
の
小
さ

な
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
健
診
結
果
の
中
に
が
ん

検
診
の
精
密
検
査
の
案
内
が
同
封

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
町
の
が
ん
検
診
精
密
検

査
受
診
率
を
調
べ
る
と
、
胃
が
ん

検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で
は
、
受

診
さ
れ
た
方
の
割
合
が
約
70
％
と

な
っ
て
お
り
、
県
平
均
受
診
率
と

比
較
す
る
と
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
精
密
検
査
を
受
け
な
い
と
せ
っ

か
く
の
が
ん
検
診
が
無
駄
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
気
は

早
め
に
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と

で
、
体
や
経
済
的
な
負
担
が
軽
く

済
み
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
か
ら
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

で
の
健
診
が
、
午
前
中
で
検
査
が

終
わ
る
日
程
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

　
☎
67-

２
１
１
６

　こんもりとした木立の奥から湧き出た水は、苔むした樋
とい
をつたい流れ落

ち、青白い水の池をつくっています。くされにくい栗
くり
の木で作られた五本の

樋は、昭和６３年に復元されたものです。五本樋は、文政年間（１８１８～
１８２９）に豊向庵という寺の解体移転に伴って出た土台石を使って造られ
たといわれています。地区に簡易水道が引かれた昭和３０年代に、その姿
を消しましたが、地区民から復元の話が持ち上がり、貴重な遺跡として再
現されたものです。水源の付近には、文政１１年（１８２８）に建立された
といわれる水神宮が祀られています。

　八ツ沼の五本樋は、地区の人達みんなが使いやすくする
ために、五本の樋を設置したものと思われるんだよ。その
こともあって、平成２８年に山形県が水環境を大切にし、
地域に育まれた優れた湧水を「里の名水・やまがた百選」
として選定した際に選ばれているんだよ。
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60.0％
55.0％
50.0％

28 29 30 31 （年度）

84.5％

74.1％
70.5％

85.9％

79.2％

胃がん検診精密検査受診率

県

町

85.6％
84.5％

川 村  良 太
（大谷第二）

峯 田  恵
（山形市）

阿 部  研 太
（今　平）

遠 藤  美 弥
（栗木沢）

　平　	 髙　橋　留　夫	 敏　明
水　本	 髙　橋　な　か	 寿　之
八ツ沼	 大　沼　みよ子	 　剛　
栄　町	 安　藤　善　德	 義　春

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

●令和２年　６月３０日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，６１７ 人 (－１７)
　　　男 ３，２７８ 人 (－１１)

　　女 ３，３３９ 人 (－　６)
　世帯数 ２，３９２ 世帯 (±   ０)

------ ６月中の異動 ------
出生　　０人　　　転入 　１人
死亡　　６人　　　転出 １２人

※（　）内は先月比

【一言メモ】水の飲用は自己責任と標柱にあるように、
推奨していません

　6月24日、あさひ保育園のひめさゆり組とぶな組の園
児約30人が保育園裏の里山を探検しました。この里山は
6月13日に園児の保護者のみなさんが山道整備したもの
で、2tトラック分の木のチップを道に敷き詰めました。
　子どもたちは足で感じるチップの柔らかさや拾ったチッ
プの香りに「ふかふかしている～」「木の良いにおいがする」
などと言いながら山道を登り、新緑に色づいた里山を楽し
みました。

あさひ保育園で整備された里山を探検

323



①食べ終わった種と軸を入れた袋を掲げて、たくさん食べたよ！　②ぱくっと一口「あま～い」　③きれいに採れたよっ　④枝を折らないよ
う慎重に…　⑤見る間になくなるさくらんぼ　⑥乗用草刈り機の周りでポーズ　⑦白田さんにもぎ方を教わる園児たち

さくらんぼいっぱい食べたよ !

　６月30日、あさひ保育園のかもしか組とやまがら組
の園児 40人が大谷地内の園地にてさくらんぼ狩りを楽
しみました。この行事は保育園の保護者会長を務める白
田憲彦さん（大谷第三）の協力によって行われ、園児た
ちは赤く色づいたさくらんぼを夢中で頬張っていました。
　白田さんのさくらんぼ園地では「佐藤錦」をメインに
栽培しており、甘くておいしいと園児たちに大好評。白
田さんは「こうやって小さい頃から農業に触れることで
農業を身近に感じてほしいです」と語り、おいしそうに
食べる園児たちを見守っていました。

①

②

③

④ ⑤ ⑥

⑦

　
「
ホ
タ
ル
が
今
見
ご
ろ
で
す
よ
」
と
の
情

報
提
供
が
あ
っ
た
と
き
、
今
月
号
の
表
紙
が

決
ま
り
ま
し
た
。
実
は
表
紙
を
撮
影
し
た

前
日
に
も
高
田
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
撮
影

技
術
が
未
熟
だ
っ
た
た
め
何
も
撮
れ
ず
に

撤
退
。そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
勉
強
し
、

無
事
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
今

回
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
ホ

タ
ル
に
は
光
は
ダ
メ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
携

帯
電
話
の
光
で
も
害
に
な
る
そ
う
な
の
で
、

見
に
行
く
時
は
足
元
が
危
な
い
場
所
で
そ
っ

と
使
う
く
ら
い
が
適
当
の
よ
う
で
す
。

　
特
集
は
交
通
安
全
、
朝
日
町
で
は
事
故

が
比
較
的
少
な
く
、
事
故
の
経
験
が
な
い

と
当
事
者
意
識
を
持
つ
に
は
い
た
ら
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
命
に
関
わ
る
大
事
な
こ
と

で
す
の
で
、
他
人
事
と
思
わ
ず
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
特
集
も
含
め
今
号
で
は
多
く
の
方
に
お

話
い
た
だ
き
、
ま
た
紙
面
に
登
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
次
号
以
降
も
沢
山
の
町
民
の
方
を

掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
恥
ず

か
し
が
ら
ず
に
お
引
き
受
け
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

鈴
木
貴
典

何事もまずは
知ることから

　
 http

s://w
w

w
.to

w
n.asahi.yam

agata.jp
■

印
刷

　
㈱

大
風

印
刷

■
発

行
 山

形
県

朝
日

町
　

■
編

集
 朝

日
町

広
報

委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第
764号

令
和

2
年

7
月

16日
発

行
広
報
あ
さ
ひ
ま
ち


